






研修報告書 

焼津市議会議長 様 

議員氏名  秋山博子          

 

令和 3 年 12 月 27 日、下記のことについて、研修に参加したため、概要について報告い

たします。 

研修名 ウォーカブルシティ形成の計画と実践（メディア参加） 

研修の目的 

 

道路空間に関してウォーカブルなまちづくりを国が打ち出したことを受

け、計画づくりや実践事例に学んで当市での政策議論に生かしたい（主催

／地域科学研究会、講師／埼玉大学・久保田尚氏、千葉大学・秋田典子氏、

横浜国立大学・野原卓氏、栃木県小山市都市整備部技監・淺見知秀氏、さ

いたま市都市局都心整備部・佐藤久弥氏） 

 

所 感 

2020 年 2021 年、国の道路政策に大きな動きがあった。多様なニーズに応える道路空間の

あり方に関する検討会をはじめとして複数の検討会・懇談会が立ち上げられ、関連するガイ

ドラインも策定された。キーワードには、人中心の街路空間、緑とウォーカブル、ストリー

トデザイン、バスのある暮らしをリデザイン、道路空間のユニバーサルデザインなど、ワク

ワクするフレーズが続く。まちづくりの動脈となる道路の可能性を感じさせてくれる。道路

とは何か、公共空間とは何か、ストリートとは何か、それは市民のものであり、市民の財産

である。この道は、ワタシのものでのあり、みんなのものでもある、という意識は、とても

大事。だから守りたいし、だから楽しみたいし、だから気持ちよく使えるルールをみんなで

考えたいし、と繋がっていく。市民参加や市民参画はその意識がベースになければ実現しな

い。本セミナーでは、海外のウォーカブルシティの事例や、小山市・さいたま市の取り組み、

さらに姫路市・松山市・横浜市の事例を紹介していただいた。当市でも、これまでもいくつ

かのまちづくりグループや団体などが、道路の活用についてプレゼンテーションしてきた。

アイデアを出させてお疲れ様、ではない、カタチにつながる市民参加の仕組みで、ウォーカ

ブルなまちづくりが展開できたらと思う。 

今後の参考となる事項 

（１） さいたま市では大宮らしさを生かしたプロジェクト「マチミチコンペ」（大宮ウォー

カブルシティ）を開催。モデルプロジェクト部門では中長期的（10〜20 年）に実現

を目指すプロジェクトで自由な発想でのアイデアを、プレイヤー部門では短期的（１

〜3年）で着手できる実践型のアイデアを募集した。焼津らしいウォーカブルなまち

づくりにこうした手法をぜひ取り入れたい。 

（２） 道路空間のユニバーサルデザインの研究 

＊上記に書ききれない場合は、適宜別紙を添付してください。 

＊参考資料等がある場合は、添付してください。 







研修報告書 

焼津市議会議長 様 

議員氏名  秋山博子          

 

令和 4 年 1 月 29 日、下記のことについて、研修に参加したため、概要について報告い

たします。 

研修名 
市川房枝政治参画フォーラム「コロナ経済対策、国・自治体はどう動く」（メディ

ア参加） 

研修の目的 

 

22 年度自治体予算の留意事項や子どもの貧困・ヤングケアラーについて学

び、予算審査等の議員活動に生かしたい（主催／市川房枝記念会女性と政

治センター、講師／前地方自治総合研究所・菅原敏夫氏、日本大学文理学

部教授・末冨芳氏、作業療法士・仲田海人氏） 

 

所 感 

（１）「22 年度、国・自治体予算のニューノーマル 再分配と財政の役割」22 年度は、地

方税収史上最高！地方交付税最高！財政健全化進展！という見通しのもと、編成されてい

る。しかし、「好転」イコール「世の中がよくなった」ということだろうかと講師は疑問符

をつける。社会は、格差という生易しい状況ではなく断絶の状況、天国はますます輝き、地

獄はますます暗くなる、と。日本の労働賃金が安いのが全ての原因であり、実質賃金指数は

30 年間下がりっぱなし。その中で、自治体の現場から「働いても貧しい」という状況を打

破する、コロナ禍後の取り組みを始めることが大事だと強調する。（２）「子どもの貧困を巡

る政策」日本では子どもの貧困にアプローチしにくく、英語圏に比べても TV 等で取り上げ

る機会が少ない。見ないふりをする社会になってしまっていると指摘する。その上で、求め

られる政策として●学校内に安心安全な居場所カフェを作る●ブレックファーストクラブ

を設置する（英国事例／朝食を提供）●貧困を多元的に捉えることの必要性などを指摘。こ

れらの考え方の基盤は「子どもの権利」、そしてゴールには子どものウェルビーイングを置

く。市町村レベルでは兵庫県明石市がアウトリーチの射程を伸ばし、既存の政策に上乗せす

る対策を評価。また、今後デジタル庁のプッシュ型支援や常設型 SSW など始まるはず。ま

ずこれらの実証事業に手上げし、その後、継続という流れを作って欲しいと語る。（３）「ヤ

ングケアラーと官民連携」講師はご自身ケアラーだった経験を著書にしている。ケアラーの

子どもたちはエライねと言われて育つことが多いが、「ケア」と「お手伝い」は違う。私が

いないと他にやる人がいないという離れられない責任を負っているのが「ケア」なのだとい

う。神戸市では専用の窓口を設置し、高崎市ではヤングケアラーの家事支援を開始、ケアラ

ー支援条例を制定した自治体もあることを紹介していただいた。 

今後の参考となる事項 

（１）ヤングケアラーについて、国の調査や自治体の状況を把握し、対策を探りたい。 

＊上記に書ききれない場合は、適宜別紙を添付してください。 

＊参考資料等がある場合は、添付してください。 






















